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Position:vaw

・     小 節 PART l

1   右方向へⅢlき 、左足を前ヘステップ(CtS.1,2)右足を前ヘベント気味にステ
ップ、左足を残しジャンプのようになり、体は円心を向く(CtS.3,4)左足を右

足の後ろにリーブ、右足は左足の前へ低くかける(ctS.5)右 足前ヘステップ

(ctS.6,7)

2-3  小節 1を くりかえしてLOD方 向へ進む

4   1.OD向 きで左足を前ヘステップ(CtS.1.2)右足を前ヘステップ、円心を
"lく(Cts.3,4)右足ホップ(ctS.5)左 足を右足後ろヘステップしながら連手を上

げ、Wホ ールドになる(cts.6i7)

5   右膝を山げて前に上げ、左足をチュクチェ(CtS,1,2)右足を右ヘステップし、
左足を前に上げる(CtS,3,4)右足大きめにチェクチェ(CtS.5,607)

6   小節 5を 逆足より行う

7-8  小節 5～ 6を くりかえす

:)AR′ r  2

1-4  PART lの 小節 1～ 4と 同様

5   PART lの 小節 5の (CLS.5,6,7)で 2回チェクチェ(CtS.5,6,7)

6     ィト節5を ,並りこよリイTう

7-8  ′lヽ節 5～ 6を くりかえす
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1-4
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7-8

9-1

PART 3

PART lの 小節 1～ 4と 同様

左足ホップ(Cts.1,2)左足ホップ (CtS.3)若足その場にステップ (CtS.4)左
足を右足の前ヘステップ(cts.5)右足ステップバッタ{ctS.6,7)

小節5を 逆足より行うや・

小節5～ 6を くりかえす

PART 4

PART lの 小節 1～ 4と 同様

左足ホップ、右足の膝より下を左足の前に軽くかけるようにしてスウィング
(ctS。 1,2)右足右ヘステップ(CtS.3)左足、右足の前ヘステップ(cts.4)右足
右ヘステップ(CtS.5)左足、右足の前ヘステップ(CtS.6,7)

小節5の (CtS,1,2)を 行う(CtS.',2)右 、左、右とその場でリープ(ctS.304
.5,6,7)

小節5～ 6を逆足より行う

2 小節5～ 8を くりかえす

ホ 各パート共、
くりかえす時と

入る.

構成は、 リー

最後は左足のステップで終わつているので

、次のパートヘ移る時は、左足―の 11ッ プから

ダーのサインによる。
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Rhythm:7/8
PositiOn:男 性―Tポ ジション 女性―肩の高さで,や前方で連手      |

|ヽ

Variati=。 Iゃ・ for Women
F i g  ■

ノト節

1   右へ向き右足前ヘステップ (ctl)右 足チュタチェ (ct2)左 足雨J
ステップ (ct3)

2-3  ヵゥントにあわせて右足から0歩前進 (CtS123456)
. t4   円心を同 き右足ステップ (Ctl) 左足前へ軽くあげ右足チュクチニ (c

ホール ド (ct3)          ‐            |
5   右足チュクチェしなが ら左足後ろにまわす (ctl)右 足後ろに左足をつ

`|ホールド (cts2-3)
6   右方を向き左足後退 (ctl) 右足さらに後退 (ct2) 円心を向きなカ
左足左にステップ (ct3)

7   左方を向き右左右と前進 (cts123)
S   円心を向き左足少し後ろにステップ (ctl)右 足斜め前に残して左足の

|

チュクチェ (cis2-3)                     |
9   8を 進足でくり返す
10   左足を前にステップ (ctl)右 足にステップパック (cts2-3)
11-20 1-loを 逆足で道万同へくり返す

F i g  2
1   右足右ヘステップ (ctl) 体を右へ回しながら

=足
そ右足の雨ヘステッフ

(ct2) 右足ステップパ ック,体を少し左へ回し始める (Ct3)
2   1を 逆足よりくり返す
3   右足より 3‐ 歩で CWに まわる (cts123)
4   円心を向いて左足前にステ ップ (ctl)右 足は体重をおかず開じる (ct
2-3)

5-8  1-4を くり返す

Ｌ́
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L皿堕Ll畳ユ壁旦
(Splet Sl｀ r:sl`e lgre rl)

Srbija

セルビアン・メドレーは,ユーゴスラヴイアの国立舞踊団 'Kolo"の代表的なレパートリーの
1つである.振付けはアンサンプルの自り立者であり,かつディレクターである 01ga skovran氏 に,

音楽的脚色は Li N.3osjakovic氏による,

ここに紹介する踊り方はかつて来日し,たプランコ タルスマノヴイチ学生舞師団により紹介された

ものである。日本FD界では,早大OBである故 二村征司氏により1964年全日本夏の大会にて
デモンストレーションとして,こ の中から数曲を取上げられたのが最初であり,セルビアンメドレー

・ 1と して全曲取上げられたのは,同年秋の早稲田祭が最初である。以後,広 くFD仲間に知られる
ようになつた。

この山 :ま 、

1. 」elke  (ィ ェルケ)
2.Poskok(ポ スコク)(Haid PoVedi〕
3.Timomo(テ ィモモ)
4.DjuFdjeVka(ジ ュルジェプカ )

5。 Igrale Se Delije(イ グラレセ デリエ)

6.こ acak Kolo(チ ャチャック コロー)
7.SestOrka (シ ェストルカ)

8.Moravac  (モ ラバッツ)

Record:Kolo FeStiVal LP101

以下の 3つ の踊りから情成されている。

■|::L■ .an__ぃ口=uッ■_L」
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NI mOjo こarllo oci na ■oje lnettna ustll

ナ  モイエ  チヤルネ  オチ  ナ  モiエ   メト
・サ  llイ

'

歌 詞 ♪

ヽ

二ヽLLユ皿 _■■JユニYL二型



ヽ

i"r"1.・3● _■■JL・・4'1‐ 11

…

J…

く‖o口 )  Oj deVojko duSO noj`Sta govori mこ jkaしolja

オイ テ'ウ
′
1イ ] 卜'ウショ モヤ  シ

'  

コ・|'ォ ll マイカ   トウイヤ

Oё el tebe meni d・■ti oこ el nene zetom 8vati

オチェル 'へ'  メニ   タ'テイ オチェル メネ   セ' トム  ス
′
ウ'7テイ

くllomoi〉        Ne da meno mo」 a na■ a ne da Joヽ  godinu dana

ネ  タ・ メi  モヤ  ナナ   ネ  タ' 3) ]・ ア
・イヌ )'ナ

NO ёo mene tobi dati neto tebe zeto■  zvati

ネ  チェ メネ   テヒ・  夕'テイ ネチェ  テヒ'  セ'トム  ス'ウ '7テイ

く‖on〉       01l dal■  il■edala tiSe lnOja uvek zVala X 2

ォリ タ・ラ ィルネタ・ラ  テイセ モヤ  ウリェス・ウ'7ラ

5.Igrale Se DelJje
くHoll〉       lgralc se delije na srod zo■ lje srbije X 2

イク`うレ  セ  テ'リイエ ナ  スツト' セ
′
ムリェ  スルウ'イエ

くChorus,      Sit■ O k01o do kola こuro sO do stalab01a X 2

スイトノ  ]ロ    ト・ コラ   チユtl  セ  ト
・ スタンホ'ラ

《Wo■ en〉     SVila frula iz dola frlla mOga so、 。la x2

 ヽ    スウ
′
イラフルラ  イス' 卜・ラフルラ  モカ' ソ]ラ

くChorus〉      Sitno kolo do kol■  ёuFO SO dO stanhollt X 2

スIトノ  ]|   卜
: 
コラ   チュロ  セ  ト・ スタンホ̀ラ

(Chorus〉      Igra kolo do kola ne haje za stanbo13 X 2・

イク'ラ  ]ロ    ト' ]う   ネ  ハイエ  サ' スタンネ'ラ

《Cho「 us〉      SiL■ O k01o do kola こuro se do stantb01a X 2

スィト,  lll   卜'・ コラ   チユロ  セ  ト
・ スタンll'ラ

:|::13a           
ノ/´
′″~づン

ヽ、

―

/P//

: II `

Po teb s4■ m teStO hOdiO            .

ホ・ テフ・ サム  チエスト  ホテ
'イオ

Po tol〕 San teStO hodio

ホ・ 子フ・ サlt  ザrスト  ホテ'1オ

s dtvO‐ jt●■ 1)VCO ,uVi10

セ 子・ウ'11カム !ク 'リェ チュウ̀フオ



D●le      ・     ・

4´ 」e lke

一
　

　

　

千
ヽｎ

痢
頓
ら

ル
　

で̈
一

つ

０
嘲

サ

ｈ喘

´
′
　
０

一　
　
ぃ

ド

千

‘

．Ｖホ．，レ一嘲
男

角

の

　

ザ

・

ケ

端

ぉ

神

ん
μ

ユ
４

ノ
７

●

一
　

‐́

和

十
'・

F)o、 1

1-2  ん雇むんオ黄!コ スタヽフ
゜
(■ 1)′ たκヽわ暴|｀ 77:ス :・ ∫ヴヽ

“
卜,そ

)

ん尺tル下茨l:不テ,フ |(■ 卜)。 フ1民 tイラド|ミ 791だ
。
(■ 1)_

ん尽ヒルオ業l:^テ Iフ (゚嗜 11・ 春尽1々夕11 7plメ :、 空上:卜 _2__

｀
ルメ|、 冷|† li口 4モ }ヽ■tつ ■ヽ■「_ _______…  ……―一
「ごTぎ
't.昇
,ュ ず会 i37‐ この予雄甲ちげkいョ いる場合・ヽ 、ネ'め 92月

tヽヤ

じちヽ くll工 4.

下)q、 子

|― ュ  冷員しOD t向 き、ん員よりう)二)7玖テ,デ 3サ て
｀
前進 (■ 1卜 2)    ・

ル民れ7・ Cυし卜)。 ギス|む JttKけらく:l逓す(■ 3卜 4キ )

小"ゲ 13じ尋.ラタロて
いら足1、か ら|千 1)離 tl｀ 11,下ず中1ヽ   __

1卜 ・                  ..

3｀ 9  1～ 21せ ら1ミ 3口 71り

合意19口 0う‐シ9｀秩キ、フ・て̈ホ初aオープガ
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Rhythm:2/4拍子
Posit:on:男 女交互のクローズドサークル

全員円心を向き低く連手する

小 節       Fig。 1

1-2 円心右斜め前に右足ステ ップ、ホ ップ (CtS l,と )左足ステ ップ、ホ ップ
(cts 2,と )右足斜め後に右、左 、右 と後退 (Cts 3,と ,4)最 後は右足ホ ップ

(Ctと )こ のステップを踏みながら腕がつく。すなわち Ct lの ときに全員

腕を肩の高さまでサッと振り上げ、方向を変えて後退するとき CtS 3,4 で

徐々に下ろし Ctと  のときは完全に下に下ろす。
3-4 以上を左足より元の位置に戻るように行う。
5-8 Jヽ 節 1-4に 同じ

Fig.2
1-2 LODヘ ランニングステップ 3歩 で前進 (CtS l,と ,2)右足ホップ {Ctと )

左足よリランニングステップ 3歩で前進 (CtS 31と ,4)左足ホップ (Ctと )

3-4 以上をさらに 1回行い最後のホップでCCWに 回転してRLODを 向く
5-8 小節 1-4を RLODへ 行う

最後は左足のホップでCWに 回転して円心を向く

以上、Fig.1、 Fig。 2を 合計 2回行う。2回 目のFig,2の
最後は、左、右、左とステップし、最後に右足を左足にクローズし (体重

をかけない)円心を向く.

ヒ



3, momo

Rhythm:3/4拍 1子                ・

Position:男女交互のクロ
ニズドサークル 全員「 J心を向き連手し,

肩の高さまでひしを伸ばして上げる

小 節       Fig。 1 1
1-4  やや右を向き右側ヘ

ー
右足ステップ (ct.1)左 足ステップ (ct.2)若足右構ヘステップ  _・

IIサブ1‐11 戦`戦練「棚 軍γ准『1∝」L;711∫ .

1左足をタッチする時は こころもち左1側を向き,右足をタッチする時は こころもち右側を ・

向くようにする〕

5‐3  以上を左足より元の位置に戻るように行う
9-16 小節1～ 8に同じ          ́                      .・

J以
上のステップは,膝―のやわらかい動きを伴う

。弾力性のあるものであ|る .

、.   Fig,2

1  選手を下げて 右様に右足を軽く短し―ヽリープ気味にステップ {Ct.1)この時,右膝は曲って
いる 右足をライズし空中で左足を右足にワIきつける (Ct。 と)両足でバウンス2回
(cts.2,と )                 ・     .

[以下,こ ,のパターンを「ステップ・ バウンス・パウンスJと記す1

2‐4  以上を若へさらに3回行う
も-8  小節1～ 4を左足より左へ行う                      .     ・

以上,Fl｀ g,1,Fig。 2を合計2回行う

中
１
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Rhythmi 2/4拍 子
Po=:Llol:昇 女別の 3～ 5人の短いライン 左手上のベル ト'ホ ール ドになる

ノ」ヽ節       Fig.1 てしecan)
1-2  日心向きで右足から右へ繊 ,後 )横 ,後 とステップして傾1進 (cts.1,2,3,4)
3-4  その場で右足ステップ,パウンス (cts l,2)左足ステップ,パ ウンス (Cts 3,4)
あいた足は軽〈膝を曲げて前に上げる

t

小 節

5-6  右足を前に強くスタンプするようにステップ し,左足は膝を曲げももが水平になるくらt
げる (0し .1)ホール ド (cこ _2)左 ,右 とイヽさく後退 (cts 3)4)

7  左 ,右 ,左 とスリーステップを踏む (cじ s.1,と ,2)
3-10 小節 5～ Tに同 じ

rig.~2 (Dvこ )~
やや右を向き 右足よリランニングツーステップ 2回でLODへ 進む (cts.1,と ,2131と ,

円心を向き その場で右足か らス リーステップを 3回路む (cts.1,と ,2,3,と ,4,5,と ,3)
やや左を向き 左 ,右 と小さな リープ 2回で RLODへ 進む (c ts.1,2)
円心を向き その場で左足か らス リーステップを 2回路む (cじ s、 1,と 12,3,と ,4)
/」 節ヽ 6に同 じ

円心を向き 左足からスリーステ ップを 1回踏む (cts t,と ,2)

Fig.3 (Tri)
Fig.1の 小節 1～ 2に同 じ
円心に右足ステップ (ct.1)右足ホップすると同時にllyを鋭 く右にひねる (ct.2)左 足
同様にステップ ,ホ ップ し わずかに前進 (c ts_3,と ,4)
右足を円心に強 くステップ し 左足を膝を曲げて高く鋭 く上げる (0し 1)ホ ール ド (Ct.2
左足よリランニングステ ップ 4歩で後退 (cts.1,2,3,4)

左足よリスリーステップを 1憂踏む (cts l,と ,2)

以上 各 Figを 2匝 |ずっ合計 4回ずっ行い,最後は Fig lで 終わる

1-2

3-5

6

7-8

9

10

1-2

3-4



5-16

7.Sestorka
[男 性 3～ 5人 のベル トホール ド]

int「 Oduction

右足 を右横にステップ (cts I.2)左 足 を右足の 前にステ ップ (Cts 3,4)右 足 を
右横にステ ップ (cts 5,6)左足 を右足の後にステ ップ (Cts 7,8)こ の時、ステ
ップに合わせて、顔 、体を自然 につ け る。cts l,2の とき 円心の方向、
CtS 3,4し oD、 cts.5,6円 心 、cts 7,3 RLOD、 といぅぐあいにスムーズ
に一つの運動 を行 う。

以上 をあと 3回 繰 り返す。最後は軽 く上 体 を円心方向に折 る。

Flg l

l-4 上のポーズから、右足を右横にステ ップ (ct l)左 足を右足の前にステップ
(Ct.2)こ の時、足はのびたままの感 じで、円心の方からまわして持ってくる
ように。右、左、右、左とステ ップをつづけ (cts.3-3)右 足ステップ、体重を
のせ (ct 7)す ぐ左足の方に体重 を戻す (c[8)こ の時、イッハ ッとかけ声 を
かける。

Fig 2

1-2 右足その場にステップ (Ct l)左 足 を古足の前にクロスステ ップ (ct 2)右 足
その場にステップ (ct.3)右 足ホ ップ (ct.4)

3-6 左足その場にステップ (ct l)右足 を左足のlFに クロスステップ (ct 2)左 足
その場にステップ (Ct.3)右 足 を左足の後にクロスステップ (ct.4)左 足その
場にステップ (Ct.5)右足を左足の前にク E7ス ステ ップ (ct 6)左足その場に
ステップ (ct 7)左足ホップ (ct 3)

7-8 小節 l-2に 同じ
9-10 小節 1-2を 逆足より繰 り返す

注 1.こ の踊りは、Inけ o、 Fig lを 2回 、Fig 2と っづき以降 |よ Fi3,1.2
繰り返す。

デ.    2.Fig.2の ホップで、反対の足はひざのところてまげられ、ももが水平に
なるまで上げるよ
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方|こある轟あを1この踊り|よ、 1975`「に外ラドミニサレ(bdmir)は、首都ソフィアの西

日したキア :~Ib―氏 (Yv∝ Ю祀側 )力q評したgぁセぁる。(友半15のパウンスのような動

きは、いわゆるナトリザーネでS opl跡lL特のバターンである。
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9～ 16

2

3～ 4
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2/4拍子
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ll a l Sourcc:Pcter Crigorov:ソ フイアのアマチェア・グ

ンス・グループのメンパー.

LODlii童 |フ トと同時に右足を前にヒール・タッチ Ct.1)、 右足その声ま体

重をおいてステップ前逃にL.と)左足ステップ前進 (ct.2).

襲鷲貫籠こ響輩ノ踊lt〕 t二 (成 D、農醸ホップと則Ⅲ足を

駆[を塩I:卦発 1・L∬酬[F脇梅
曇量T〕l寺■lFF里1王ミ貫二

`」

電乱;、右足その前ヘクロスしてステツプ

島L電箕言」Itと毒5傷なt鯉救c中→、右即ンプは

「

盤ヘ

襲F継誌l議鸞3,こ:話」12臨に根響力せ乞は■とD。
小節1～ 8を繰り返す.                 .

駐li2Fi碧重鷺踏i鰹篤[二π度れ分脇‖鰹増★

1導 1鍔駐:T台漫:鮮鼻i:itントに)で右ほilげて観く震の前

２

３

　

　

４

５

へ持ってくる。・
5    その場で右足リープして劇朦J油げて右足の前ヘシャープに持っていく にt.1)、 左

足リープして右膝t左足の前へ持っていく (ct.2).           .
6    小節5の (ct。 1)を 1テう にt.1)、 左足前 (円t方向)ヘリープ にt。 2)。

7    左足ホップと同時に右足を後ろからシャープにスウイング (ct.1)、 右足前
ヘリープ

(ct.2)。

___   8    Fig。 1の小節 8と同じ.  1回
縁り返す。                 119～ 16  Fig。 2の=ヽ 1～ 8を もう |
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, 1ぅ ‐16 11群11び Iゞゔ , 憚疑イ警t・ 標l争 ●轟そ‐農11■

で奮゙ ´ス・t



ノ

Ｊ

・．　̈

　

“̈

Ｎ
　
一　
　
へ
じ

:孫
f  ハ:lι卜木,ノιド

κ1/瘍初

μ,ルん

小静

l

√/′ 'ア

′|、野lt〈りとす

Z4111・ に`力風スタン~/o■
■/htス〒γ予

λ

今

J二 6

7-F たち1れ _ソ籍・利如知・

Fノン.'``l―

74/1ヽ静7-`|=「ηむヽり‐|―

`



2

セ
，

　

～

４

北
　

＜ｃｔ

”嬌

印一　が嗣群

Ｐ

υ

t― lο

l卜 |■

トユ

3-` ts.l―δ)んた

|一 P)7-lθ

|一人

;一 年

ダ



「
―

―

―

―

―

タ

／
４
ハ
υ

7

Ｆ

Ｕ

tttI′免τ熱́げ爵縫ソプlチ
｀

く

/0-ノ ス

/う

fソ 逝≠

漸
た

＞

く

ｔｃ
ｔ
ｒ崚

「

す
ど

つ

毛

久

ｔ

ｔ静瞬
確眈縁

牝
く
り

ガ

仏
ｔ
，

解
妹

【

方

ｔ
寸

ト

　

ホ

存
Ｌ
劇

球
欲

う

。
・

こ
牧

い

榛
ガれ

さ
沐

庁

い

日
の

れ

印
ル
タ

ち
ル
ま

´

７
一融細

タ

「

δ寸

ノ生沢L≠も
ヽ
千夕れてソと4なこfF F― F)



lヽo

Э
=:ラ

) ′、う
K卜〉千ム″、  ヽ7/′

`

R′ )十 )o、 キ  イ櫂←

と∂/∂ cゞソし
「
)

ノノ♪

く導手しLライン子たしIオージツサ～クル

■っ場 υ97角 ボ
｀
1臓            __

ん足孫77ち′′ん【1ンレえ7ンフ
′
′力〔ホックプルたこ―/2ス 7ンフ

′戌

らlfl子′熟1:メ↓男り::量IF;lilセしっぇ7ンノ12
わ場 777争 ド/口 (ル′tホンフ'「 リ

孔ヮ・ジら79｀イタ・薦千口(塚強け でもゑ
じ島)'ます)

ル足F｀1仏くンチズタロメ
)ノ〉ノカ晨前ヘタクノ♪

力尺Fり伯くシ十え〕日′〃ノ/7j′ヘクフ′ソ

く)・ ()tt)ノ ロすし

Lり 場 7‐ 9ン作本
・十日

ゲf十ョ記【tノ
°一

ハヽ予
―③ い場7痛争ポξ`ロ
撻争′T′ノマ゙稲、ノタな

/r4)1て新tゝ

り・ 3二37ξ鷹1尋う
｀
度
ロン・aしぃしドく

① _の 同こt?た Qり に 2回んじキタLしψ
‐ヽ

逹手嘔hV積、前で可も峙Чヽ

`覧

Lズ独15だ屯,ど1′nハく、4(ヽζりよ
腱子罐Fiノ てし藤乳籠 tt f

W末―ルドボ縫`

アレ

Ｌ

ロ

７

２硼
義

ヽ
ナ´

　
　
　
′

フ

　
　
ア

・つ
・つ

て

え

し
　
し

チ
勺
　
ｆ
こ

ア

／

る

た
が
プ
ホ

仄

尺

晨

た

ん

Ｃ
Ｏ

よ
く
・‐
・

蛍
ノ
′
Ｆ

声り・ 3√ 9
の

σ
オ

の

@´ 0
ヴ
⑭ノ

otOオ
0-0



)

防 fr`ver) ウイι

じ曰〉」
一
¨̈
¨
¨
【
¨
¨
“
一

ヽ
プｒ

Ｖ
ヽ

リ
ント

三ヽθρ

殉I 能
コσtt■ iソフつメ'ル足しだ′【う新下芳ヘキンフノ

∠【ホノソ/〔 Lの場lマズちアノ‐

グ%で /Tソフ%P′〔L/えぅ酌下方ヘキックノリτぇポフフレι4/・tしの場′こヌうし,リセ

0亀 O声 ②・0し t)ノ ロアb
苺, オ申…ろぅ病て 無F… りIし日げ

「り/StCゾ
ヤ
/ル′11-11111:ilf磐」lttl卜′れ、した足lミ調げ≧スヽグ♪
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丁he Last Wス it乙
一Atterica―

鏃ぃ。に多 M`,メaれれ 麟Sie

::サ』:ler    i 為者;:ζのクロ_ガR'ボレ“)ュ ,こC,PDPο 6itiο作     :

― Iれ t´oメ lt ct iθに 一

.2   老繁 t綽 レ:マイをフ.
3    胃′じ`1こ た足tろ |し 1こ DiP Cl)′ /1R~ルド'62.3♪
牛     ん足Re∞ソer(1)、ホールド(2.3)

2)          
ち

r               ― Paht  A ―

1     舅′佳曖向きのCPて堆展葺雄ヘステン7・ (つ わ足慮桟ヘステッ7・ (2♪
'        た足t応尺のα6にクロスす3(3)
2     海足tLODヘスⅢ′7・スルー(1)た足な増彗|ごステッァ

°
(2)●晨tた足つ

竹bヘクロスう3(3)

う      (キマ'タ
ー)LODへ たノミt本黄ι多ステ・クフ1本足tた足|し

'い

ハ″して、席項訂=

棒菫t`移う (ヨ′性壁向きのCP)                 _

l  'ど lt[[∬み 打1導雛 、姜′性に難 のた争つ下で
'3歩ざ

CCツ lじトワール)して、RLOD番 の方向に向きPSCPに な3,

6    RLOD tレ トウインクルt行 いヒ0)守吹斜めt向いt-3~CPt'な3.

7   ア惟 鷹ワルツl月 守ヽ び
｀
前
=す
3(その閣 しE々性 tたロワ12雰性 の話ト

重レに

“

マき
"p睦
熟も方向に移卜ltSCPιこな3♪

8   RSCPが Lο D曜多暑おお角 |こ左足ハら7ルツ |′卜警れミしてとοD負きつ
SCPIしなζ。

9   7′性はた。た。ちし|、さなステップで
1ワ
|しッ|バ導″飯潤宣しな,ヾう、女

/性 t
Pick υPしてLO D向き、CP算しな3.

′o～‖  電′桂た足か52つのた□りのフじツつ…>tイテら。
こリバゝ スター)男′性種向きぎ採冬わ3)

(2   Cl,ンター)とODへ tttt綾
`こ

ステヽンプCI)ル晨tた票数=D tt1/t/してお足に

林童t枠ぢ (2.3)

-4-
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1い 16

男′性力ヾ啄向でのCPてツ劉tttHaスカンプ(1)あ足布′議ιcステッ7・ (2)

に足tあ足のイ癸3〔こステンプこつ

お足t LODヘ ステッフ・スルー、た足2歩ザ
'MaれcИ /eしてRLOp向 きのCPになゞ .

男4性た足から2つの右ロツのr7/しツターン(雰
′雌LODヤ権2"D向 き)

１

２

一 Pa卜t  B ―

4  CPざLODへ 肯足前装、あ足t右麟 にステッ77」こずにCO/eト
2  お足tた足の前に Hο O kして、¢達を両足にのせtF■ロツに半口蔵 しヽて督確を
市民tこのせ3.餃↑美は電●Jttt"右、た、おヒF・ロツ|しター>して騒雄のカイ風りに

3 恥 lltDl[倉景ずヮた、ンM絆 薇 ほ 3呼閻 目にターンにSC印｀
“

。

4 ・わ足わ`らワルツIJ、野ぜ'前進
,  SCPて

lLOp壁
斜|`方向ヘトウイン7/ι tイ〒フて、SCPヒな3.

6  男′陛1大右、た、右ヒ大きくステップしてRLO D向きのCPl」な3。

槻 諄[躙
り
鳥i瀧肌冨:策魚観l霧驚ゴ。

― I卜terlaメ e ―

男f桂聴向きのCPで
1円
lげへた足tひι:て ,IP

お足ReCoソer

―
Pa卜t   C ―

4  零′性鐘向きのB.ギ|ッ Pで'たへ′ヾリレス
2  
・
男性|せ そぅ場τ

lれ
、た。右ヒステッ7・ C女′性lまワ牲。た争の下て

いた、た、たし

3歩じ
｀
riEキわツに卜 ″ルしτRsCPIこな3)

3  RLOD方向ヘトウィンクレしてLOD向きのCP

キ 女′隆tP'ck υPに LO D向や。CP
レめ 男′性た足かC、 2つのた回りのワルツターンtイテい、壁向きのCPになζb

7～8 両手t取り合い、男′性|ス ロlじ円タトC幻性は円9卜円′じ')ヘ ワルツFもレスtイ7ι l、

男性駐向きのLοοSe― cPIし賛3.

9 男性た足tた裁 |しストン7・集早くお風tた足|・クローズ
｀
しFttttた ,破にステッ7・、

市足ス|し―・

‐ ■―
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LOVE 50NG 亀 ―よ a
<IntrOductiOn>

MeaS

l  wait;

2  Wait;
3 ・ (BOX)Side,
4  (BOX)Side,

1

6

7

8

9

10
11
12
13

14

バ
》
ァosition:dos馘 ..Po

<Pirt A>
(SiSSOrt)も idei c19Se,Cl° SC/Cha,C ll a,

(S― caF)

ClooO,C10CO/Cha,ChO,

(BanjO)

Tu rr1/Cha cha,Turn/cha Cha;
Turn/cha cha,Turn/Cha Cha:
・
(SiSSOrs)Side,C10SO,C10SO/C ll a,C il a,

(S― ca「 )

cloce,C10Ce/Cha,Cha
(BanjO)

c10se,Fwd,一 ;

Close,Bk,~;

Side,

SidcP

３

４

５

、

、

　

ヽ

　

　

一
イ Turn/cha cha,Turn/Cha Cha;

Turn/clla clla,Tu rl1/cha cha;
Bk・/c ll a, cha:(Hi t Cll)Fwd,C10Se,・  Bki Close,Fw.d/Cha,cha;

(Vine)Side,Bk,SidC,FFt;  
｀

Pivo,t,一 ,2,一 ;

(SiSSOrs)Side,C16se,CloSO/Qha,clヽ

a;

(S― Car)

'   Side,C10Se, ごlbsc/cha,C il a;
(B311 j O)

<Interiude l>

(LOD)Side/Chk,一 ,Rec,一 ;(CP,F9,Wa11)

(Box)Side,CloSe,Fwd,一 ;

Side,C10Se,B lζ ,一 ;

(Back BOX)Side,c10SC,Bk,~;
Side,CloSe,Fwd,一 ;

(scP,Fc,LOD)

―
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
ド
ー
ー

肇

Meas

1

2

3

4

5
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製
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ノ

MeaS

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
11
12
13
14
15
16

<Part B>         .

(scP)Fwd TWO~Step:
Fwd TW9~Step:

Fwd,~,Checl(1-;(WO■ an

Behind,~I Side,一 ;

(BjO)Fwd,Lk,Fwd,一 ;

Fwd,Lk,Fwd,一 ; :

Fwd/Turn,一 ,墨 ec,一 ;

Fwd/T u rll,~1・ Rec,一 ;

F"d TOW~SteP; |   .:|
F↓ d TOW一 Step;ニ
F↓ d,一 ,Checl(,~;(woman
3ehind,一 ,Side,一 ;

F↓ d,Ll(,Fwd,~;
F↓ d,Lk,Fwd,~;
Fwd/Turn,一 ,Rec,一 ;

Fψ d/T u ril,~,Rec,一 ;

'<Interlude 2>

Cor'te,一 ‐,TWiSt,一 ;

1(iss, ―‐R∫ C' ~;

~・

<E rl d i rl g>

(tOD)Side/Checkl T,Rec,
AP'「 ,~,POint,一 ;

<Sequence>

turn tO

turn

B8::jO′ |

ノ＼＼

/~
/~

年
ヽ

”
　
一
　

、
　
　
　
Ｏ

●

Ｊ

ａＢＯ

―
　

‐
Ｉ
Ｆ

―

´

McaS

1

2

Me「 s

1

2

1, Pa

4,Pa

7,I11

rt A

rt A

terlude 2

terlude
terlude
8,Part

3,Part B
6,Pa「 t B

9,Ending

2,In
5,In

ｌ

ｌ

Ａ

F、

*参考資料 東海大学体育会フオークダンス部
1987年 春合宿テキスト

・ Interlude 2の タイミングがつかみにくいかもしれませノ

頑張つて下さい。 (見せ場ですので、
バツチリきめましょう。)

,Cha Cha が軽やかに踏めるように練習してくださ
い。


